
第１章 序論の骨子について 

 

第１節 総合計画の概要（P1～3） 

１．計画策定の目的 

 現行計画の内容を時点修正します。 

 本文および写真で１ページを想定しています。 

２．計画の構成と期間 

 現行計画の内容を時点修正します。 

 基本構想を見直すことについての説明を加えます。 

 総合戦略を 3 年延長させ、総合計画と一体化させることについての説明を加えます。 

 本文および図表で１ページを想定しています。 

３．計画策定に当たっての基本的な視点 

 安曇野市の特徴として、前期基本計画では「地域ブランド」について触れています。 

 安曇野市の現状・特徴等については、第１章 第２節～第６節にて整理する構成とし、本

項目は省略する（第２節～第６節に溶け込ませる）ことを検討しています。 

第２節 人口推計（P4） 

 人口の推移と高齢化の状況を示します。（人口ビジョンの「推計値」および「目標人口」

との比較は、第３章 第 2 節 目標人口 にて整理） 

 安曇野市の強みとして、子育て世代、シニア層の転入超過の多さを、基礎調査の結果等

を用いて説明します。 

 本文および図表で１ページ程度を想定しています。 

第３節 財政推計（P4） 

 財政状況について、歳出入決済額や財政力指数の推移等を用いて説明します。 

 本文および図表で１ページ程度を想定しています。 

第４節 本市を取り巻く環境（P5～6） 

 主に「令和３年度第 1 回審議会」における「主な検討事項（例示）」を念頭に、近年の環

境変化について整理します。 

[参考]前期基本計画 主な検討事項（例示） 

少子高齢化・人口減少社会の進展 新型コロナウイルス感染症への対応 

多様化・複雑化する災害の発生と安全・安心に対する意識の変化 激甚化する災害への対策 

グローバル化の進展と産業構造の変化 デジタル化の推進 

公共サービスの担い手の多様化と地方分権の進展 SDGｓ達成（ゼロカーボン、エシカル消費） 

社会基盤の老朽化と公共施設等の統廃に向けた取組拡大 （松本糸魚川連絡道路の活用方針） 

 （移住定住（シティプロモーション、シビックプライド）） 

第５節 第１次総合計画後期基本計画の成果と検証（P7～8） 

 主な取組とその成果を写真付きで列挙する。（列挙する取組の数は 15～20 程度） 

 価値創出プロジェクトに結び付けられる内容を盛り込みます。 
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第２章 基本構想の骨子について 

 

第１節 計画期間（P13） 

 現行計画の内容を時点修正します。（1/3 ページ程度を想定） 

 （第１章序論 第 1 節 「２．計画の構成と期間」と重複する内容のため、計画全体をシ

ンプルにわかりやすくというコンセプトのもと、省略することも検討） 

第２節 将来都市像（P13） 

 市長意向を反映させます。 

 1/2 ページ程度を想定しています。 

第３節 基本目標（P14） 

 修正します。 

第４節 土地利用構想（P15） 

１．基本理念 

 内容は、必要に応じて変更します。 

２．取り組むべき課題 

 内容は、必要に応じて変更します。 

 

【資料 ４】


